
ものづくり事業者のための

自社の生産管理レベルを診断できる「生産管理自己診断システム」
を活用して、自社の強み・弱みを自分たちで総合的に判断し、
自らカイゼンを実践できる人材を育成するための研修会です

日時・内容

生産管理自己診断システムの活用

生産管理セミナー
参加費無料

中核人材育成研修事業2024

会場

対象 ・生産管理を担当されている方
・「カイゼン活動」を自社に本格的に導入したい方

全３回

講師  齋藤　均　氏
齋藤コンサルティングオフィス代表

・H20年トヨタ自動車北海道㈱取締役部長
・H24年北海道銀行顧問
・H24年齋藤ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｵﾌｨｽ設立

講師 畑沢　賢一
北海道立総合研究機構
ものづくり支援センター

北海道立総合研究機構ものづくり支援センター
担当：塚本、井筒

TEL 011-747-2337 FAX 011-726-4057

ホームページも是非
ごらんください！

kaihatsu@hro.or.jp
お問い合わせ

北海道立総合研究機構工業試験場 2F第1会議室(第1回)、1F研修室(第2,3回)
（札幌市北区北19条西11丁目）

生 産 管 理 自 己 診 断 シ ス テ ム

10月  8日(火)  13 :30～16：30

10月22日(火)  13 :30～16：30

「管理」に着目した評価方法・評価基準

「現場」に着目した評価方法・評価基準

自社診断結果や改善計画への助言と講評

・「生産管理自己診断システム」の概要説明
・安全衛生、品質、原価、工程管理　等

※第3回で「自社診断の発表」があるので2名での出席をお勧めします。（1名での参加も可能です）

・受講各社による自己診断結果や改善計画の発表

12月10日(火)  13 :30～16：30

第1回

第2回

第3回

・カイゼン、2S、多能工化、標準化　等



お申込み締切日　：　2024年10月3日（木）まで

ご 希 望 が あ れ ば 、 工 場 等 に 講 師 が 赴 き 研 修 で

学 ん だ 内 容 の 実 践 を お 手 伝 い を い た し ま す 。

詳 し く は 事 務 局 ま で お 問 合 せ く だ さ い 。無 料 現 地 指 導

〇 工 業 試 験 場 場 内 見 学 や 個 別 相 談

も 承 り ま す 。 ご 希 望 の 場 合 は 申 込

時 に お 知 ら せ く だ さ い 。

◎ オンラインフォームでお申込み

https://forms.gle/Nv5BN8B6TbN9wsc78

左のQRコード、または下記

のURL のお申し込みフォー

ムからお申し込みください。

◎ メール・FAXでお申込み
・貴社名・所在地住所・業種

・所属部署・参加者氏名（よみがな付）

・連絡先（メールアドレス、電話番号）

・参加方法（来場 / オンライン）

・見学の希望の有無　・個別相談の希望の有無

件名「生産管理セミナー」と右記の情報をご記

載の上、メール または FAXでお申込ください。

　メール  kaihatsu@hro.or . jp

   FAX     011-726-4057

メール・ＦＡＸにご記入いただく情報

会場へのアクセス 北海道立総合研究機構 工業試験場（札幌市北区北19条西11丁目）

▶徒歩

地下鉄南北線「北18条駅」より徒歩

約15分（約1km）

・エルムトンネル上の地上遊歩道を

ご利用ください。

▶タクシー・自動車

JR「札幌駅」北口から約15分

地下鉄南北線「北18 条駅」から約5分

・新川通りの札幌工業高校前信号交差点

からお入りください。

https://forms.gle/7Nh9mKFPS9Y1uyp4A


ものづくり事業者のための

生産管理のプロが
現場でアドバイス

参加企業の皆さま限定

訪問アドバイザー

生産管理セミナー

中核人材育成研修事業2024

講師  齋藤　均　氏
齋藤コンサルティングオフィス代表

・H20年トヨタ自動車北海道㈱取締役部長
・H24年北海道銀行顧問
・H24年齋藤ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｵﾌｨｽ設立

講師 畑沢　賢一
北海道立総合研究機構
ものづくり支援センター

北海道立総合研究機構ものづくり支援センター
担当：塚本、井筒

TEL 011-747-2337 FAX 011-726-4057

ホームページも是非
ごらんください！

kaihatsu@hro.or.jp
お問い合わせ

社内的には良かれと判断し

て実施した改善でも、第三

者に診てもらうと誤りに気

づくこともある.. .

とても良かったです！ 現状

をきちんと判断するための

基準と社内体制をつくろう

と思いました。

普段、いかに効率化や改善が

できていないか再認識できま

した。もっと積極的にカイゼ

ンに取り組みます。

貴社を訪問

レイアウトを考える際は

作業者がモノの流れを

意識して

お申込は研修時に承ります

5Sを行うと自己のリスクを

減らし、生産性が向上します

作業内容に合わせた

明るさを考えてください


